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律（Dietary Supplement Health 
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02）  ユネスコ‘A Common Framework 
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（国家・民族など） 家族固有域 個人識別域 プライバシー域
身体的 公開ヒトゲノムDB 遺伝病 身長、体重、写真 指紋、網膜
社会的 政治体制 本籍 住所、氏名、年齢 宗教、思想
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重力も利用して、2004 年 11 月 15
日についに月周回軌道に投入され
た。この間に、イオンエンジンを
289 回にわたって延べ約 3,700 時
間噴射し、地球を 332周し、飛行


































SMART： Small Missions for Advanced Research and Technology
AMIE：Asteroid-Moon Micro-Imager Experiment（Centre Suisse d'Electronique et de Microtechnique
（CSEM））スイス
D-CIXS：Demonstration of Compact Imaging X-ray Spectrometer（Rutherford Appleton Laboratory）
イギリス
SIR：InfraRed Spectrometer（Oxford Instruments Analytical Oy）フィンランド
XSM：X-ray Solar Monitor（University of Helsinki Observatory）フィンランド
Isp：specific impulse
科学技術動向　2005 年 1 月号
12
結ぶ直径約 2,500km、平均深さ約
10kmのクレーターである。
　科学観測に用いられるセンサに
は、小惑星‐月マイクロイメージ
ャ実験用カメラ（AMIE）、小型
Ｘ線分光装置（D-CIXS）、赤外線
分光計（SIR）、Ｘ線太陽モニタ
（XSM）などがある。これらの機
器はスイス、イギリス、フィンラ
ンドなどESA加盟国の研究機関
や大学で開発された。
　欧州に続いて、2006年に我が国
の月周回衛星「セレーネ（SELENE）」
や中国の月探査機「嫦娥（チャン
ウ）」の打上げが予定されており、
さらにインドの月探査機「チャン
ドラヤーン」、米国の有人月探査再
開、ロシアの無人月面基地建設な
どの月探査計画も発表されている。
